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何も出てこない, ― と, その時, 何と,
不思議な奇跡が私たちの目の前に現れたのです.
と言うのはですね, 樹林の奥から突然




シラーの 『オルレアンの乙女』 について 2.










このラウールの台詞は, 前場との関係では, 前述した村人ベルトラントの報告にあった ｢王の
もとへと向かっている一人の騎士｣ (Vgl. 284ff.) ボドリクールに, 故郷を出た乙女ヨハンナが
ようやく合流できたことを, そして彼女はあのジプシー女のもたらした兜をかぶり, それを神に
授けられたものと確信していることを示している. 当時女性の男装は禁止されていたが1, 彼女




























後で明らかになるように, 魔女のような姿であったからである. ラウールの表現している ｢彼女
を包み輝いている天の栄光｣ (959) も, 実際は太陽を後ろにしているだけのヨハンナで, 彼女は
兜をかぶっているため, その奥にある顔は見えない. 声からは女と分かるが, 兜を留める鉄の輪
の下から髪を振り乱しているのだから, イギリス同盟軍兵士に魔女が森の中から突然現れたと錯
覚されても不思議ではない. 両者は同じものを見ていたのに, 反応が逆になるのは, 彼女が太子
側のフランスに付いたからで, イングランドの連合軍は神の使いと偽称する魔女に驚き, 敗走し
たのであろう. 1802 年刊の初版本は古代ローマの女神ミネルヴァの銅版画で飾られているが2,


















この ｢兵士｣ と訳した原語は>Volk<で, 辞書では ｢人民, 民族, 国民｣ という意味であるが,
この兵士たちは民族意識に目覚めたフランス人民の志願兵であり, 金でしか戦わない太子のスコッ
トランド傭兵と違って, 主体的・積極的に乙女に付いて行こうとしていることをラウールの台詞
は表している. イングリッド・バーグマン主演のハリウッド映画 ｢ジョアン・ダルク｣ では乙女
と太子の接見の場を, 次に後述するように, シラーに倣っているが, 人民のこのようなヨハンナ
人気については, これを恐れたカール太子 (英語ではチャールズ<Charles>) を政治的配慮から
敵側と組ませ, 乙女を宗教裁判に委ねさせている. シラーにはそういう筋立てはなく, あくまで
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そうするのである. 入室して来たヨハンナは, そこに座っているデュノワを見て, ｢オルレアン
の庶子, あなたは神を試そうとするのですか｣ (1007f.) と叱責し, 人ごみに混じって隠れてい
る太子の前に跪く. その場に居合わせた一同はみな驚き, カールは訝しく思い, ｢今日が予との
初対面であるのに, いつからそれが分かるようになったのか｣ (1010f.) と尋ねると, 彼女は





報は別であると考えたのか, カール太子は ｢天に打ち明けたことを, 人前に隠す必要など感じな








民 (Volk) に代わって私を, 犠牲にお取り下さるように,
そして, あなた (神) のお怒りのすべてを 1030
ことごとく私の頭上に落として下さるように,











そう神に懇願され, 満ち足りた胸 (Brust) と友の心 (Herz)








｢友の命と引き換えに助かろうとは思わない｣ と (Vgl. 895ff.) と拒絶していた. 主従を乗り越
え, 友情で結ばれる人間関係は啓蒙主義の一つの理想であり, それをシラーは 『ドム・カルロス』
(Dom Karlos, 1787) や ｢人質｣ (Die Brgschaft, 1799) などで主要なテーマとして扱ってき
たが, ここでもそれをこのような形でそっと挿入し, 欲望のままに新しい男を求める王妃イザボ
とは対称的に, この ｢友の心｣ と一人の女の ｢愛｣ に満足し, 足ることを知る ｢胸｣ を持てるよ
うにと, カールに祈らせている. カールはヨハンナの口から第三の内容を聞くまでもなく, あの
クレルモンの尼が予言した女は母イザボでも, 愛人アグネス・ソレルでもなく, まさにこの乙女
で, このヨハンナこそが ｢最高の神の遣い｣ (1043) と信ずる. このように人民を慈しみ, 公明
正大で平等な人間関係を築こうとする啓蒙的な太子であるがゆえ, 神はカールに乙女を遣わした
のであろう.
ヨハンナは尋ねられた自分の素生を ｢ドム・レミ (Dom Remi, ママ) の羊飼いの末娘｣











ちの国の王様をお守りください｣ (1060f.) と, 村はずれにある ｢聖なる樫の木｣ (eine heilige
Eiche, 1065) の下で, あの聖母像に向かって祈り続けたと, 太子も大司教もいる宮中の面々の
前で話す. 聖母にこのように祈っている彼女の胸にイギリスに対する恐怖と憤怒という感情が渦
巻いていたことは明らかであるが, この樫の大木は, 拙論 ｢1｣ で述べたように, 彼女の父親ティ
ボによれば, 村の古老が恐れる悪霊の宿る木であるが, 彼女はそれを ｢聖なる｣ 木と表現し, さ
らに ｢多くの奇跡を恵む力で有名｣ (1066) と付け加えている. そして彼女がその大木の下で昼
寝をしていると, ｢迷子になった子羊が夢の中に出て来て｣ (1070), その居場所を知ったという
体験例まで挙げている. これが後に, 第 4幕第 8場の父親ディボの登場により大問題になるのだ
が, ここでは異端に対して最も敏感であるべき大司教ですら, この点について何の台詞も割り当
てられていない. ここにこそシラーの意図が隠されているのであって, 彼は真の神とは何か, 聖
女と魔女の違いは何かという問題を狭い宗教裁判の法廷にではなく, 中世のフランスを舞台にし
て, 侵略者のイギリス人も含めて色々な立場と状況にある登場人物がそれぞれ判断し, 同時に自
己展開・発展するように仕向けているのであろう. ところで, この劇の舞台は 15 世紀で, 当時
はこの ｢樫の木｣ のような様々な迷信に満ちていた時代であり, その土壌の中から聖女か魔女か
というジャン・ダルクの宗教裁判は生まれたのだが, これこそが最大の迷信であろう.
ヨハンナは続けて, 聖母マリーアとの出会いを宮廷の面々を前にこう語る.





｢私ですよ. ヨハンナ, 立ちなさい. (羊の) 群れは放っておきなさい.
あなたを主が他の仕事に呼ばれているのですよ.
この旗を取り, この剣を腰に着けなさい. 1080
これで私の民 (Volk, 民族) の敵を根絶やしにし,
あなたの王様 (Herren) の息子をランスにお連れし,
彼の頭に王冠をかぶせなさい｣.
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この宮中の場ではあの兜の件は出て来ない, これは注目に値しよう. ところで, 聖母のこのよ




私をご覧なさい. 今のお前のように清純な (keusch) 1090
女 (Magd) だった私は主を, 天の主を (den gttlichen) お産みして,
私自身も神的に (gttlich) なっているのですよ｣.
ヨハンナが見上げると, 天には ｢白百合｣ (1095) を手にした天使で満ちみちていた. この花
はこのヴァルワ王家の紋章で, 前の第 1081 詩行にあったように, 聖母はフランス側についてい
る. ユダヤ民族と契約 (Testament) を結んだ神が乙女マリーアに受胎告知し, この彼女の胎内
で神の子は受肉 (Inkarnation) し, 人間の姿をまとって産まれ, イエズスと名付けられ, 民族
の枠を越えた新しい教えを広め, 人間一般を受け入れる新しい契約を結んで, 自ら人間の罪を背
負って十字架上で犠牲になり, その 3日後に復活し, 再び父なる神のもとに帰って行った. それ
ゆえキリスト教はユダヤ人 (Volk, 民族) から生まれたが, 人間一般の世界宗教となり, その















改革により, 教皇制も宗教会議も人為的なもので, 間違いを犯すことがあると否定され, 重要な
のは個々人が主体的に神に向い, 罪を懺悔し, 反省するという直接的関係を重視したことである.
そしてシラーの家庭ではそのプロテスタントの中でも特に敬虔の感情を重視し, 隣人愛を実践的
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にするように説く敬虔主義 (Pietismus) が信じられていた. この ｢敬虔｣ の語源はラテン語の
｢ピエタス｣ (pietas) で, ドイツ語では>Frmmigkeit< (敬虔) となる. これは第 1073 詩行で
｢敬虔な (fromm) 気持ちで｣ 祈っているヨハンナとまさに一致しよう.
ところで前述したように, シラーは 『人間機械論』 の影響を受けたフランス医学を学んだ. こ









課した新しい ｢仕事｣ (Berufung) の関係である. 彼女の主体的な願いは外国の奴隷状態からの
フランス解放と, それを成し遂げるべきフランス人国王の守護であり, そして神のそれに対する
命は, 端的に言えば ｢自分の力でそれを成せ｣ ということである. つまり, 田舎＜女＞であるヨ
ハンナが＜ヒロイン＞となって, 民族・人民の王 (Volksknig) を創れ, と言うことである.
その際の条件は地上的な愛に感応する自分の＜女 (das weibliche)＞を捨てるということで, そ
れで彼女の主観的願望は＜神の (gttlich)＞命と一致し, 彼女はそれを神に対して敬虔に



























の世で育て, あの世に行った. その彼女が同じ女性であるヨハンナに, 地上で後生を産み育てる
ための愛を捨て, 戦場に赴き, 生身のイギリス人を殺戮せよという天命を告げ, そういう ｢艱難






















せると豪語し, ラ・イールがそれに同調すると, 兵士たちは武器を打ち鳴らし呼応する. カール
はヨハンナに自分の軍を率いてくれと, 元帥が返してきた ｢統帥権｣ (die hchste Kriegs-
gewalt, 1138) を表す剣を彼女に授けようとするが, 彼女はそれを断り,


















これで第二の神器としてヴァロワ家の紋章を刻印した剣, ― ｢1｣ で述べたように歴史上の乙
女の旗にあったのは ｢イエズス・マリーア｣ という文字と王家の百合であったが4, ―この百合
は第二の剣に移され, そしてこの文字は聖母子像の絵に変えられて, 教皇にのみ許される赤紫色
で縁取られた第三の神器の旗に描かれ, あの兜を加えて三種のそれが揃った訳である. 出陣しよ












どちらかを選べ. 私がそう言うのは, お前たちに 1215















この作品にシラーは 『オルレアンの乙女』 とタイトルを付けているが, ヨハンナのそこでの英












― ああ, オルレアン, オルレアン, お前は我らが名声の墓場だ！
(中略)
(連戦連勝の) 勝者が女 (Weib) 一匹に追っ払われたとは！ 1244
ブルグント：それがせめてもの慰めだ. 我らは人間に
ではなく, あの悪魔 (Teufel) に負かされたのだからな.
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トルボト：その悪魔とは我らの愚かさだったのでは, ブルグント殿？
下賤 (Pbel) の幽霊 (Gespenst) に, 上の者たちも恐れをなしているのでは？
迷信 (Aberglaube) というもので貴殿の臆病を隠しても, すぐに





















敗れてしまった, その敗因分析である. トルボトの ｢敵一人｣ (1235) という言葉, ライオネル
の ｢女一匹に追っ払われた｣ (1244) という台詞, そしてブルグントの ｢あの悪魔に負かされた｣
(1246) という言い訳じみた言葉, これらは乙女一人に負かされたという点では一致しているが,
｢敵｣ から ｢女｣ (この原語は男性でも女性でもない中性名詞で, それゆえ軽蔑的意味が付く),
そして最後には ｢悪魔｣ にまでされている. この言葉の変遷に伴い敗因分析がされ, どちらが先
に逃げたのかが焦点になり, ブルグントとイギリスの同盟に亀裂が生じる. それがこの劇の次の
展開になるのだが, ここで重要な 2点を見逃してはならないだろう.
その一つはトルボトの台詞にある ｢迷信｣ (1249) の問題で, 彼はもちろんライオネルも ｢敵｣
と ｢女｣ という言葉が示しているように悪魔など信じていない. 彼らはそれを下々の妄想だと知っ
ているし, ブルグント公もそうであろう. しかし軍隊の大部分を占める兵隊たち, これは原語で
は単数形の>Volk<で, 彼らは貴族や聖職者の支配階級ではなく, ヨハンナが生まれ育ったドン
レミ村の民のような農民などで, その原語は ｢人民｣ と訳される. 彼らはそれゆえ ｢人民出の兵
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隊｣ で, これがトルボトの台詞では ｢下賤｣ (1248) と表現されている. 支配階級は教育を受け,
文字の読み書きができるが, 被支配階級の大部分はそれとは無縁であった. もちろんシラーには
後の 19 から 20 世紀に重要な概念となる ｢階級｣ (Klasse) という認識はなかったが, 啓蒙主義
の任務は人間一般を無知・迷妄から解放し, 個人的自立を促すことであった. この劇の舞台は中
世であるが, この点ではシラーの時代も (そして現代も) 過渡期で, トルボトにそう言われても
仕方がない状態であった. シラーはヨハンナを主人公にこの劇を創作し, 舞台という教育施設か
ら啓蒙を試みていると言えようが, とにかくこの舞台は中世で, 無教育で迷信を信じていた兵隊
が自ら作り出した ｢幽霊｣ (1248) でも, 皆がそう信じて逃げ出せば, 教養あるブルグント公で
も集団心理に流され, ｢地獄が開き, サタンがフランス側について戦っているぞ｣ (1254) と叫び,
イギリス陣地に知らせに飛び込んで来たということであろう.
もう一つの問題は民族主義である. トルボトの 1258 詩行の台詞にあったように, この乙女は
彼ら同盟軍の ｢弱点｣ (Blose, 1258), つまりどちらの陣営が容易に戦意を喪失するかを知って




スの方々 (Vlker) よ, 神はイギリス人をやっつけるよう私を遣わされ, 太子の側に神は付い





うに, 太陽を背に, あの兜をかぶり髪を振り乱していたら, それを迷信深い兵隊たちが魔女と思
い込んでも不思議はないだろう. この民族的 ｢弱点｣ をシラーは次の第 9場まで取って置き, こ
こでは ｢魔女｣ が初めて登場し, 同盟軍に亀裂が生じることに焦点を合わせている. しかもこの
場では, この ｢弱点｣ は迷信を信ずる ｢愚かさ｣ (Narrheit, 1247) に収斂され, 他国への侵略
とか異民族による支配という内実は隠されている.
さて劇の筋に戻るとして, 先の引用はブルグントの ｢オルレアンを目にもできなっただろう｣
(1263) で終わっていたが, これは異国に侵入した彼らを彼が手引きしなかったら, その市まで
辿りつけなかったろうと言うことで, 双方ともこれまでの色々な過去のことまで持ち出して非難





























これで同盟は決裂した, そう思われた所に王妃イザボが登場し, その取り成しをする. 彼女は
この喧嘩の原因を, ｢地獄のまやかしに我らは合戦で散々やられたが, 今なおそれがここで正気
を狂わせ続けているのか｣ (1321f.) と, ｢魔女｣ に帰している. この ｢まやかし｣ (Gau-
kelkunst) という言葉が示すように, この王妃も魔女とか地獄など信じていない. そしてイギ
リスの総大将トルボトには, ｢イギリス人が皆こぞって, この国の海岸に押し寄せようとも, こ
の国が一致団結していれば, 征服し切れるものではないわい. フランスだけがフランスを治めら
れたのだ｣ (1331f.) と説き, ブルグント公には, あの太子カールに父を殺されたという過去の
私怨を思い出させ, その仇打ちがもう少しで果たせられるのに, その味方になってくれるイギリ
スとの同盟をぶち壊そうとするのかと諌める. このように前者には異民族支配の難しさを説き,
国際協調を促し, 後者には私怨を強調し, インターナショナルな協調を彼女は勧めるが, これこ
そ自らの私怨を隠しての ｢まやかし｣ ではないだろうか. しかし, とにかくこの調停は成功し,
ブルグントとトルボトとの異民族同士の同盟は修復される. ライオネルは ｢この和睦におめでと
うさん, 姦婦が結んだものだからな｣ (1368) と皮肉を込めた独白を漏らし, 間もなく彼女の
｢まやかし｣ の皮がはがされる.
イザボ：我らはこの一戦を失い, 運は
我らについていなかった, だがな, 大将がた, 1370










この引用の最後の 3詩行は ｢1｣ でも引用した繰り返しであるが, それはこの ｢2｣ と繋げるた
めである. ここで重要なのは, 太子に対するその母である王妃イザボの内心である. フランス太
子の仮宮殿で人々はカールを国王と呼んでいたが, 乙女は彼を, 神の前でつまりランスの教会で
戴冠式を挙げていないため, ｢太子 (Dauphin, ドフェン)｣ と呼んでいた. このイザボも彼を原
語にあるように ｢ドフェン｣ 呼ばわりしているが, ｢1｣ でのべたように, イギリスの幼い王がフ
ランス国王としてパリで既に戴冠しているので, カールは太子のままでいなければならないと言
うことだけではない. ｢1｣ で述べたように彼女はカールを ｢気違い親父の生まれ損ないの息子｣
(736) と呼び, 息子憎しで凝り固まっているのは, カールが母の性癖を咎めたからである. そし
て, この場でもそういう彼女の ｢軍を率いる｣ という申し出に対して, ライオネルが ｢ご婦人,
























で, 両者が同盟解消にまで喧嘩をエスカレートさせ, ライオネルに ｢フランスとイギリスの血は
所詮混じり合えない｣ (1304f.) とまで言わせたのは, 彼らに共通する騎士・軍人としての誇り
であり, それが極端化して高慢にまでなった表現があの台詞であろう. シラーのこの劇ではその
高慢が大きなテーマの一つとして問題とされているが, 高位にある太子が ｢謙虚｣ (1120) であっ
たのに対して, このイザボは高慢である. そして彼女は自分の性癖を満たすため, このイギリス
人ライオネルを所望し, それを彼自身の口から軽蔑を含んだ言葉で拒否されると, ｢お前ら三人
にお似合いなのは刀の振りまわしぐらいだ. フランス人同士だけでしか品の良い愛の語らいはで




だ, 夜には敵も行軍できないだろうから, ぐっすり寝て明日のために備えようと. これは知的で
理性的な判断と言えよう. ところが次の第 4場で乙女ヨハンナはその裏をかく. 夜の闇を利用し
て, トルボトが高い岩山に囲まれているから安全と考えた陣内に, 彼女は少数の供の者を率いて
侵入し, その間に大隊をその岩山に粛々と進軍させ, 敵陣を囲わせ, そして頃合いを見て, 供の
者に武器を打ち鳴らさせながら, ｢神と乙女の参上だ｣ (1501f.) と大声で叫ばせる. 敵の見張り
はそれで驚愕し, ｢敵だ, 敵衆, 敵襲だ｣ (1502) と叫び続け, 彼女がさらに敵陣営のあちこちに
火を放たせると, 敵兵はこれでまた蜘蛛の子が散らされたように逃げ惑うことになる. 彼女が戦







二人は彼女を守ろうと, 後を追って退場し, 第 5場に変わる. イギリス兵は ｢陣のど真ん中に｣
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(1526) 突然出現した乙女に驚き, ｢悪魔が助けて, 空から｣ (1528) 飛んで来たという妄想が作
り出され, 陣営内は流言飛語に満ち, このイギリス同盟軍の兵は相争って逃げて行く. そこにト
ルボトが登場し, 彼は先述の場ではブルグントの兵が先に逃げたと批判していたが, その彼が今
は自国イギリスの兵の同じ無様さを見せつけられ,
きゃつらは聞く耳を持たぬ ― 止ろうともしない. 1530
上官に服従という軍律など, 吹っ飛んでしまった.
地獄から劫罰の亡者がどっと逃げ出すかのように,





















られ, 女傑の役を演じていると見なしているが, 神の遣いだとは思いもしない. ところが ｢理性
を失った｣ (原文では, 1535) 周りの兵は彼女を魔女と思い込み, 逃げ惑う. そんな一兵を軍律
に従って処分し, 皆をそれに服するよう罰を下した訳である.

















そこにあの乙女が現れ, 彼はその姿を見, 睨まれると, 足が動かなくなってしまう. 彼は近づ
いて来る彼女に恐れをなし, 彼女の ｢膝にしがみつき, 涙ながら命乞いを頼んでみよう. あれも
女だ, ひょっとしたらあの心を和らげられるかも｣ (1577f.) と淡い期待を寄せるが, 彼女はあっ
と言う間にやって来て, ｢さあ, 死の覚悟を！お前はイギリスの母が産んだのだからな｣ (1580)
と迫る. 彼は剣も楯も捨て, 足もとにひれ伏して, 父は 50 村の領主だから, きっと ｢身代金｣
(1584) を払ってくれるからと, 命乞いを始める. 乙女はそれを, ｢この剣で生ある者すべてを殺
すという契約 (Vertrag)｣ (1600f.) を神と結んでいるから駄目だと, 拒否する. 彼は ｢あなた
も女性で温和な優しさというものをお持ちでしょう, お願いですから, どうか私の若さを憐れん
で下さい｣ (1606f.) と懇願すると, 彼女は ｢私の性 (Geschlecht) などに懇願するんじゃない.
私を女と呼ぶんじゃない, 私は現世風に異性を求めなどしない肉体のない霊と同じで, 人間の類
たぐい
(Geschlecht der Menschen) などではなく, この甲冑の下に心などないわ｣ (1608ff.) と, はね
つける. ここで重要なのは, モントゴメリは楯と剣は捨てたが, 兜も甲冑も身につけていること,
ヨハンナもあの兜をかぶり, 手には民族を象徴する王の家紋の白百合をあしらった剣, そしてあ
の旗を持っていることである. そのためお互いに個人を示す顔は見えず, 戦場の敵・味方の区別
しか分からない. そういう状況で, 彼女は聖母マリーアに従って, 自分の女としての性を捨て,
心のある人類でもなく, 霊的存在になり切っている. そして, 降伏して来てもイギリス人は皆殺
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しにすることが彼女に預言された神意と信じている. モントゴメリが故郷に残してきた許婚と愛
を持ち出しても, ｢私はそんな空しい愛など知らずに済むでしょう｣ (1623) と, 彼を殺そうと刃
やいば














さて, ヨハンナの台詞にあったあの ｢涙｣ (1634) につられ, モントゴメリが ｢涙を流してく



















と違ってされる側で, しかも結婚前の若者である. 彼の父は大都市を含まない ｢50 村の領主｣
(1587) とある所を見ると, 貴族でも大ではなく中以下の息子であろう. 手柄をたて名声を得,
上にのし上がろうという妄想に駆られてここに来たことを第 1560-2 詩行で彼は悔いている. こ
の彼に対して, フランスの解放者ヨハンナはイギリスへの復讐者として描かれ, 神とそういう




前になぜ怯え, 震えているの, ― 私をごらん, ほら, 羊飼いの 1655
女の子に生まれ, 罪もなく敬虔に, 羊を追う棒を振っていた
この手は, 剣に触れたこともなかったわ.
でもね, 故郷の野原から, お父さんの厚い胸 (Busen) から,
お姉さんたちの優しい胸 (Brust) から引き離され,
ここに居て (mu), ― 神さまたちの声 (Gtterstimme) が急きたてたの, 1660
我欲からじゃないわ, ― お前たちを辛い目に遭わせねばならないが,
好き好んでじゃなく, 恐ろしい妖怪の道を殺戮しながら歩み,




1660-3 詩行は強制の意を表す助動詞>mu<に, 次の 3 詩行は未来, 不確実, 希望, 決意など
の意を表す>werde<に支配されている. 啓蒙主義は迷信・迷妄からの人間を解放し, 自由にする
ことを目指したのであって, その完成者と言われているレッシングの ｢いかなる人間も強制され





場に立たせ, 最後に犠牲となるよう強いるが, 彼女は神々の単なる奴隷でなく, それを主体的・
自由意志で受け入れ, 自分の運命を全うしようとしている.
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ナチオナール版の解説によれば6, このモントゴメリとの第 7 場を, シラーは古代ギリシアの
『イーリアス』 (Ilias) の第 21 歌にあるアキレウス (Achilleus) と若いリュカオン (Lykaon)
の場を手本に古代のトリメータ (Trimeter)7 を使用して書いている. そしてさらに, その詩形
によりヨハンナはまさに英雄アキレスのように ｢英雄女｣ になって, ｢崇高｣ の境地にまで達し






ギャア, ギャアという呻き声が沸き起こり, 川の水は赤い血の色で染まって行った. これは前述
したラウールの報告にあった乙女ヨハンナの最初の戦果であった ｢屠殺｣ (981) によく似ていな
いだろうか. さてホメールのその続きでは, アキレスが疲れた腕を休めていると, リュカオンが
死にたくない一心で彼の膝にすがり, 父母のもとから離れ, ここに私を遣わしたのは神であるが,
一命だけは助けてくれと命乞いをする. するとアキレスは ｢馬鹿め, 命乞いの無駄口など叩くな.
(中略) この俺もいつかは死という運命に見舞われるのだ｣8. こう言われると, リュカオンの膝
はワナ・ワナと崩れ, 心も萎えて, アキレスの刃に貫かれ, 倒れる. こちらはシラーのヨハンナ
とモントゴメリの場に相似している. こうして見ると, シラーはホメールの叙事詩の第 21 歌の
110 詩行までを前後に分け, 前半をあのフランスのイォン川の畔での初陣で描き, 後半をこの岩
山に囲まれた地におけるモントゴメリとの戦いに移していると言えよう. この後半に, 古代のア
キレスに倣って ｢最後には私自身が死に, 私の運命を全うするの｣ (1667) という台詞がヨハン
ナに与えられている. これは神の命により ｢強制的に｣ 戦場に召されたことに対して, ｢主体的
に｣ それを受け入れていることを表していると既に書いたが, 彼女の精神状態はその時, シラー
の美学論文 ｢崇高について｣ (ber das Erhabene) で述べられている ｢崇高｣ な感情で満たさ
れているのではないだろう9. この場での死はモントゴメリに与えられる死であって, ヨハンナ






眼差しは穏やかだ｣ (1603) という彼の台詞から明らかなように, 彼女の眼と鎧姿を近くで見て
いるが, その顔は見ていない. つまり二人はお互いの顔を見ていないのであって, このことが次
の第 3幕第 10 場における彼女とライオネルの場合と大きく違う点である. さて, モントゴメリ
はこの世のものでないと妄想していた乙女が自分と同じ死すべき運命の人間と聞かされ, さらに
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女だから勝てるかもしれない, ｢これで手柄を立てれば｣ と現世の欲望が頭をもたげて来たため,
未来は神まかせにして自分の非力の結果を見ることになり, ヨハンナの ｢神々｣ に, モントゴメ
リの ｢神｣ は戦敗する訳である. もちろん彼女の複数の ｢神々｣ はジプシーの兜を彼女にもたら
した神であり, 旧約の神であり, 初版本を飾った銅版画の古代ローマの戦いの女神ミネルヴァで
あり, あの樫の古代ゲルマンの神, そしてキリストの聖母マリーアである. 彼女はあの世へ旅立





























この戦場の第 9, 10 場でヨハンナはブルグント公と会う. もちろん両者とも鎧を身に着け, 面
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鎧を下ろしているが, 彼の方は振り乱した髪からヨハンナと知り, ｢魔女め, お前の最後が来た
ぞ｣ (1687) と, 騎士として彼女に戦いを挑み, 彼女の方は彼のイギリス人とは違った作法とブ
ルグントを示す腕章から彼と推察する. そこにデュノワとラ・イールが駆けつけ, 彼女に代わっ
て戦おうとするが, ヨハンナはそれを制止し, ｢フランスの血は流してはなりません. 刀でこの

















正義 (Recht) と勝利 (Sieg) がお待ちしている, こちらへどうぞ,
神に遣わされた私が, 自ら妹のごとく手を差し伸べ,





それがこのような純真さ (Unschuld) をも見事にまねるのか. 1775
もう聞きたくない. 武器を取れ！
俺の耳は, どうも, 腕より弱いようだ.
彼はヨハンナの誠実な説得に, ｢正義｣ は自分の方ではなく, 彼女の方にあるのではないか,
魔女の彼女にこのような ｢純真さ｣ が同居できるだろうかと, これまでの確信が揺らぎ始めるが,
彼はそれを振り切って, 騎士として武力で決着をと彼女にいどむ. これに対して,
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ヨハンナ：あなたは私を魔女と呼び, 地獄の妖術使いと
思っておられますね ― 平和を築き, 憎しみを
静めることが地獄のすることでしょうか. 和合の気持ちが 1780
そんな汚れた溜め池から立ち上ってくるでしょうか.
祖国を求める (um) 戦いは清純 (unschuldig) で,
神聖で, 人間にとって善ではないでしょうか.
ものの原理 (Natur) がいつから逆になり, 天が
正しい (gerechte) ことを捨て, 悪魔がそれを守ることに 1785
なったのでしょう10. 私の申しておりますことは正しくはありませんか.
天以外のどこから私はそれを知ることができたでしょうか.














― 剣を捨てて ― 胸と胸を合わせ, 抱き合いましょう ―
泣いていらっしゃる. 翻意され, 私たちの元に戻られたのだわ. 1810
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とはいえ, 平和国家再建への大きな一歩を踏み出せることになる.
これで第 2幕が下り, 次の第 3幕へと続く.
未完
【引用・参考文献】
シラーの 『オルレアンの乙女』 からの引用は Schiller, Werke, Nationalausgabe, Weimar, 1948. B. 9.
により, その詩行数を本文中に示す. 地の文中での引用では ｢ ｣ の次に (詩行数) で, 地の文と分けた
数詩行にわたる引用ではその訳の右側に詩行数を付ける.
１ 宗教裁判ではヨハンナが男装していたことが問題になって, マギスターのボペールは ｢誰がお前に男
の服を着るよう言ったのか｣ と審問し, 彼女はそれに答えることを何回も拒否し, ｢それで, 誰にも
迷惑をかけたくない｣ と応じている. Vgl. Erluterungen und Dokumente, Friedrich Schiller, Die
Jungfrau von Orleans. Reclam. 1992. S. 51.
２ この銅板画は次の書籍で見られる. Schiller, Werke, Nationalausgage, Weimar 1948. B. 9. S. 319.
なおミネルヴァは古代ギリシアの学問・芸術・戦いを司る女神アテナーとほぼ同一である.
３ Erluterungen und Dokumente, Friedrich Schiller Die Jungfrau von Orleans Reclam. 1992. S. 35.
４ Vgl. ibid. S. 44.
５ 『賢人ナータン』 第 1幕第 3場でのナータンの台詞. Gotthold Ephraim Lessing: Gesammelte Werke,
Aufbau Verl. Berlin und Weimar. 1968. B. 2. S. 339.
６ NA. B. 9. S. 430f.
７ これは古代ギリシア詩の 3韻律 (Metrum, pl.: -ren od. -ra) で, これに倣ったラテンのものがゼナー
ル (Senar) で, これは 1詩行 6つの強音節 (Hebung) からなる. ドイツ詩ではヤンブス (Jambischer
弱強格)・トリメータとして, ラテンと同じ 6 つのそれで 1 詩行となり, 弱音節が 1 つではなく 2 つ
になっても許される. もちろんヤムブスであるため詩行末は強音でなければならないが, ツェズール
(Zasur, 詩行内の区切り) は古代詩では第 3 強音節と決まっている. 尚, この名称の ｢トリ｣ は 3 の
意であるが, 6 強音節の真中に区切りがあったところから, この韻律名になったが, ドイツ詩では自
由である.
８ この引用の前半は第 99, 後半は 110 詩行で, この出典は：Homer: Ilias. Verdeutscht von Thassilo
von Scheffer. Dieterich'sche Verlagsbuchhandlung zu Leipzig, 1938. S. 490f.
９ この私の見解とは逆に, ナチオナール版はこの 1552 詩行以降のモントゴメリとヨハンナのやり取り
に注をつけ, B. 9. S. 430 でこう書いている. ｢この場にある古代的なパトスを胸にヨハンナは全く完
全に近代的でシラー的な仕方で崇高なものの中へと (ins Erhabene) 上昇させられ, 既にほとんど肉
体から遊離してしまった霊 (Geist) は同情 (Mitleid) とか愛 (Liebe) の叫びなど耳に入らず, 彼女
の内なる神々 (Gtterstimme) の声だけに従っている｣. しかし, シラーの ｢崇高｣ は, まだ余裕の
ある ｢美｣ (das Schne) の状況と違って, 例えば死のような極限状況になった時, そのような自然
的・外的な強制から自己の尊厳と自由を守るために誘ってくれるものである (Vgl. NA. B. 21. S.
50f.).
10 ヨハンナはイエズスに倣って, 彼女を地獄の魔女と妄想しているブルグントの誤解を解こうとしてい
る. 例えば ｢ルカによる福音書｣ 第 11 章第 14-23 節で, イエーズスが唖から悪魔を追いだし, 話せ
るようにすると, ｢彼は悪魔の頭, ベエルツブープによって悪魔を追いだす｣ と言う者があった. 彼は
それに対して, そうであるとすると, 矛盾が生ずるという論法で反論している. 例えこそ違え彼女も
同じ論法で, ｢そんな汚れた溜め池｣ (1781) の詩行の意味は, そこから飛び出て来るのは悪魔の頭ベ
エルツブープ (Beelzebub, 肥溜の神) であって, 和合 (Eintracht) の気持ちではない, ということ
である.
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